
普及班便り（63）

〇
は
じ
め
に

今
月
の
普
及
班
便
り
で
は
、
岩
手
の
特

用
林
産
の
担
い
手
と
し
て
、
岩
手
町
で
原

木
シ
イ
タ
ケ
の
生
産
に
取
り
組
む
、
三
浦

新
太
郎
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〇
人
物
紹
介

三
浦
さ
ん
は
昭
和
17
年
生
ま
れ
で
、
昭

和
50
年
頃
か
ら
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
始
め
ま

し
た
。
現
在
乾
シ
イ
タ
ケ
を
主
体
と
し
、

葉
タ
バ
コ
と
の
複
合
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
盛
岡
地
方
シ
イ
タ
ケ
生
産
振
興

協
議
会
副
会
長
や
岩
手
町
シ
イ
タ
ケ
生
産

組
合
長
な
ど
を
務
め
地
域
の
産
業
振
興
に

寄
与
し
て
き
た
ほ
か
、
県
内
か
ら
多
く
の

林業技術センター
普及班便り
（第63回）

い
わ
て
の

林
業
人
42

視
察
者
を
受
入
れ
、
技
術
普
及
に
も
貢
献

し
て
い
ま
す
。

〇
栽
培
の
概
要

年
間
の
植
菌
本
数
は
通
常
１
万
本
、
保

有
ホ
ダ
木
６
万
本
、
生
産
量
は
乾
シ
イ
タ

ケ
８
０
０
㎏
／
年
で
す
。

労
働
力
は
、
本
人
、
妻
、
息
子
夫
婦
、

年
間
雇
用
延
べ
50
人
ほ
ど
で
す
。

工
程
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

① 

原
木
は
、
主
に
立
木
を
購
入
し
、

自
身
で
11
月
中
旬
か
ら
翌
年
２
月
中

旬
頃
ま
で
、
町
の
シ
イ
タ
ケ
生
産
組

合
員
の
分
ま
で
伐
採
を
行
う
。

② 
伐
採
後
、
ハ
ウ
ス
内
に
搬
入
し
て

植
菌
し
、
笠
木
法
に
よ
る
伏
せ
込
み

を
行
う
。
植
菌
は
ほ
と
ん
ど
が
、
中

低
温
性
の
春
秋
発
生
型
で
、
低
温
性

菌
も
一
部
使
用
。

③ 

そ
の
後
、
４
月
上
旬
頃
に
ホ
ダ
木

を
林
地
に
移
動
、
以
後
は
露
地
栽
培

を
行
う
。

林
内
ホ
ダ
場
は
、
自
宅
近
く
に
４
箇
所

の
カ
ラ
マ
ツ
林
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

長
年
の
経
験
か
ら
「
よ
い
シ
イ
タ
ケ
は

よ
い
ホ
ダ
場
か
ら
」
と
強
度
の
間
伐
を

行
っ
て
明
る
い
ホ
ダ
場
を
作
り
、
花
ド
ン

コ
の
生
産
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
面
に
散
水
可
能
な
施
設
と
防

風
ネ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
り
大
き
い
も
の
を

採
取
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
況
と
全
国
の
採
取
状
況
に

留
意
し
て
、
高
価
格
な
規
格
の
シ
イ
タ
ケ

作
り
に
専
念
し
て
い
ま
す
。

〇
出
荷

日
椎
連
へ
の
個
選
に
よ
る
系
統
出
荷
を

主
と
し
て
、
岩
手
町
の
道
の
駅
「
石
神
の

丘
」
な
ど
の
産
直
施
設
出
荷
、
ま
た
、
盛

岡
の
温
泉
施
設
や
東
京
の
自
然
食
品
取
扱

店
な
ど
へ
の
直
接
出
荷
も
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
こ
だ
わ
り

自
分
が
手
を
掛
け
た
ホ
ダ
木
か
ら
た
く

さ
ん
出
た
時
や
、
お
客
さ
ん
か
ら
「
お
い

し
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
時
は
、「
や
っ

て
良
か
っ
た
」
と
思
う
そ
う
で
、
時
に
お

客
さ
ん
か
ら
頂
く
御
礼
の
手
紙
も
、
嬉
し

い
も
の
だ
と
語
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
全
国
乾
椎
茸
品
評
会
で

は
、「
香
菇
の
部
」
で
岩
手
県
初
の
林
野

庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。　
　

ま
た
、
10
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
た
「
い

わ
て
の
原
木
し
い
た
け
産
地
再
生
の
集

い
」
で
「
岩
手
県
産
原
木
し
い
た
け
を
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
す
る
」
と
題
し
て
基
調
講

演
を
い
た
だ
い
た
、
中
華
料
理
店
「
華
福

寿
」
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
久
保
木
武
行
氏
か

ら
、
全
国
乾
椎
茸
品
評
会
の
香
菇
の
部
で

味
覚
審
査
し
た
際
の
そ
の
味
を
絶
賛
さ
れ

ま
し
た
。
三
浦
さ
ん
は
、「
今
後
も
、
地

道
に
努
力
を
続
け
、
さ
ら
に
良
質
な
シ
イ

タ
ケ
を
作
り
た
い
」
と
一
層
の
精
進
を

誓
っ
て
い
ま
し
た
。

三浦新太郎さん（右側）と長男の新吾さん

〇
お
わ
り
に

普
及
班
だ
よ
り
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
森

林
・
林
業
に
携
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
地
域
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
普
及
班

０
１
９
（
６
９
８
）
１
３
３
７

ホダ場の様子

三浦新太郎さん（右側）
（原木シイタケ研修会講師）
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